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「バナナ商業栽培における EM 導入の成功と今後の可能性」 
発表者:西川 高鶴（Takatsuru Nishikawa） 

所属：EM Produccion y Tecnologia S.A.社長（コスタリカ） 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

この発表はエムプロテック社、セロ・インテルナシオナル社、バリエダ デ トロピコウメド社 

３社共同プロジェクトによるものです。 

 
コスタリカの位置 

コスタリカは中米地峡の南に位置し、北はニカラグア・南はパナマに接している。我々のＥＭ普及の拠点であるアース大学（Escuela de la Agricultura 

Región Trópico  Húmedo ）は、コスタリカのカリブ海側に位置し、１９９６年に EM 研究機構との技術供与合意が結ばれ、今日に至っている。また、

同国のバナナ栽培のそのほとんどが、このアース大学も含まれるカリブ沿岸にあるリモン県に属している。 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

コスタリカにおけるＥＭの普及組織 

２００６年にエムプロテック社を立ち上げ、持続型経営が可能となるように普及や販売組織を

再編成した。基本的にはアース大学が 100％出資する法人、バリエダ デ トロピコ ウメド社

を介して販売活動を行っているが、ユーザーからの意見や販売代理店などからの意見も各組織

が自由に吸い上げて共有しながら意見交換を行い、販売向上意識を高めている。 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

コスタリカにおけるバナナ栽培の現状 

ここに紹介するのはアース大学の商業農場の農薬散布プログラムの一部です。見

ていただければ分かりますが、農薬漬け状態と言っても過言ではない状態で、ほ

ぼ１週間に１回の割合で農薬が使用されている。特に環境ホルモンとして危険リ

ストにも挙げられているマンセブ剤の使用が高く、農業従事者からも危険が危惧

されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ブラック シガトカ病について 

パナマ病に強い品種として開発されたキャベンディッシュ種は現在全世界のバナ

ナの９０％近くを占めると言われている。しかしブラック シガトカ病に対して

は耐性が低く、この病気に罹ると主に葉に病斑が拡大し、最終的にはバナナの株

全体を枯死に至らせる。この病気の発症を完全に抑える農薬は現在無く、これが

大量の農薬を使用させる原因となっている。その上、この農薬使用がシガトカ病

原菌に薬剤耐性を獲得させるという皮肉な結果にもなり、更に大量で強力な農薬

が使用されるという悪循環も重なり、農薬残留や人体への悪影響・環境汚染を引

き起こしている。 
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消費者市場が求めるバナナ栽培とは 

ヨーロッパやアメリカの市場では最低レベルでの農薬使用が求められるようにな

り、これにより慣行法栽培を持続型栽培に変換する動きが出てきている。これに伴

い農薬使用が減り、最終的には無農薬栽培に進んでいくわけだが、それには農薬に

変わる代替技術が必要となる。その代替技術としてＥＭにチャンスが出てくる。 

 

 

 

 

 

 

 

 
ＥＭのバナナ栽培活用事例 

ＥＭがバナナ栽培に活用されたのは、ＥＭがアース大学に供給が始まった１９９６

年以降で、EM 研究機構から派遣されていた新谷氏がバナナ残渣ボカシを指導したの

が始まりである。その後、アース大学内のバナナ農場の一部で前述のボカシと並行

してＥＭの葉面散布が地上から行われ、効果があることが実証された。 

 

 

 

 

 

 
商業レベルのバナナ栽培でのＥＭ普及の難しさ 

アース大学での活用事例は民間農場では受入れられず、６年ほどの空白期間があっ

た。主にはスライドに記載したような理由があるが、一番は、農薬しか効かないと

言う固定概念と民間農場での活用事例が無いと言うことが挙げられた。 

ただ、コスタリカのＥＭ販売も頭打ち状態にあり、販売拡大にはどうしても農薬の

聖域とも言えるバナナ産業に参入する必要があったこと、輸入国側にも食の安全性

や栽培現場の環境保全といった面が注視されたことも追い風となり、ＥＭが参入し

やすい状況にはあった。 

 

 

 

 

 

 

 
民間商業農場でのＥＭ導入試験開始 

２００６年から民間商業農場においてのシガトカ病対策用にＥＭの試験を開始。但

し、試験の条件としてはスライドに挙げた５点を実施することにした。特に重要と

なるのは高品質で新鮮なＥＭの提供と、現地においてＥＭが計画書通りに使用され

ているかを観察するスーパーバイザーの立ち合いであった。これにより確実にＥＭ

の使用を確認することが出来た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
試験結果（ＥＭ使用区と慣行区との比較） 

１００％農薬を使用している慣行区と比べても、ＥＭ使用区は農薬を４０％

減少させることが出来、且つ結果は同じあるいはそれ以上の効果を出してい

るところがある。また一番大事なのはＥＭの使用量が農薬使用量と同じレベ

ルという点。散布方法は全て航空散布なので積載する量が限られ、沢山撒け

ば良いと分かっていても、費用的にも物理的にも制限があるためにどうして

も商業ベースにあわせる必要がある。しかし１ヘクタール当たり５リットル

のＥＭでも効果が十分に認められたことは重要な意味がある。 
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試験結果 

（シガトカ病用の散布プログラム） 

チキータ社の慣行区とＥＭ区のシ

ガトカ病用の散布プログラム。緑の

部分がＥＭを使用したもので、これ

で４０％の農薬減となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
試験結果 

このデータも先程のデータ同様にＥＭ区と慣行区の比較だが、試験した農

場が違う。このように１箇所のデータだけでなく、場所も会社も異なる４

箇所の農場で同じような試験をしたが、結果は同じ。つまりＥＭは農薬と

同様の効果がある。 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

航空散布写真 

飛行機でＥＭを散布している様子。現在は週に１回の割合で散布しており、このようなＥ

Ｍの航空散布は世界中でも私が知る限りコスタリカだけではないでしょうか。 

 
 

 

 

 

 

 

実験室での検証写真 

現場と同時に実験室でも検証の為に様々なシガトカ病抑制試験を行った。画

面の左側は試験管にシガトカ病菌を入れて培養させたもの。そしてもう一方

の試験管はシガトカ病菌とＥＭを同時に入れて培養したもので、ＥＭを入れ

たものはシガトカ病菌を９５％成長させることが出来ないと言う結果になっ

た。右側はシャーレーの培地上にシガトカ病菌を接種し、同時にディスクペ

ーパーといわれる白い紙の上にＥＭを順次希釈したものを設置したもの。現

在農場で使用している希釈のディスクの周辺ではシガトカ病菌が成長するこ

とが出来ないことが分かった。本来は現場で出ている結果で「全て良し」と

し、このような実験の必要性は無いと考えるのだが、これも現場の人間をビ

ジュアル的に納得させる為の補完的なものである。 



EM フォーラム 2009～中南米 EM DAY～  【第一部 大規模一次産業における EM 活用事例発表】 

 

 4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
試験結果 

これは飛行機が積載する農薬タンクの容量に合わせてEMの希釈を変えて行っ

た実験。いずれも９０％近くシガトカ病菌を抑制している結果となった。こ

のことから考えると、濃い濃度のＥＭを散布することで散布の間隔が延びる

ことも十分に考えられ、結果としては効果を出しながら散布費用も抑えられ

るのではないかという可能性も考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

試験結果（まとめ） 

一番重要なのは、ＥＭは使用量や効果から考えて十分に慣行法にも対応が出来ると

いう点。飛行機積載サイズや散布回数を変更させること無く、そのままＥＭに移行

することが出来る点は大きなポイントである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
これまでの試験結果から、更に新たな取り組みを行ってる。 

この表は農薬散布計画表から８０％減農薬した場合のＥＭ散布回数を標記

したもので、現在これを基にした試験が進行中。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
バナナ線虫対策試験 

バナナ線虫対策にも農薬が多く使用されている。バナナ線虫対策試験はアー

ス大学では既に行われておりＥＭの効果が実証されているが、シガトカ病と

同様の理由から民間の農場では使用されていないため、民間の商業農場を借

りて商業ベースに見合った試験を行っている。また、アース大学の試験では

バナナ残渣ボカシが使用されたが、この試験はボカシを一切使用していない

慣行の農場で行われ、ＥＭ区が良い結果を出している。 
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展望と課題 

以上の説明から、ＥＭがシガトカ病対策に十分に対応できることが分かってきたもの

の、実際はなかなか使用するに至っていないのが現状である。農薬会社が農薬製品を

低価格にしてくるなどの商戦が始まるなどしているのもブレーキがかかる要因。ＥＭ

＋サービスや品質・安全認証の付加価値を付けるなどして普及を進めていくことが課

題である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ありがとうございました。 

 


